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民
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児
童
委
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副
会
長 

浦
野 

明
美 

 
 

 

主
任
児
童
委
員
な
が
ら
、
副
会
長
と
い

う
立
場
で
会
長
を
補
佐
し
て
二
年
半
が
過

ぎ
ま
し
た
。 

 

近
年
、
少
子
化
や
核
家
族
化
に
伴
う
育

児
不
安
や
子
育
て
中
の
孤
立
に
加
え
、
児

童
虐
待
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
子
ど
も
の
貧

困
、
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
増
加

な
ど
、
子
ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境

が
複
雑
化
・
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
活
動
の

範
囲
が
広
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
環
境
な

ど
は
把
握
し
づ
ら
い
状
況
で
す
。
各
関
係

機
関
と
連
携
を
密
に
し
て
、
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
、
個
々
に
応
じ
た
対
応
、
見
守
り

を
し
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
十
一
月
に
宮
崎
県
で
開
催
さ
れ
た

全
国
民
生
児
童
委
員
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
全
国
か
ら
三
千
人
も
の
民
生
児
童
委

員
が
集
ま
り
、
各
分
科
会
で
意
見
交
流
、
質

疑
応
答
、
悩
み
の
相
談
な
ど
、
活
発
な
討
論

が
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
的
に
委
員
の
成
り

手
不
足
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
参
加
さ

れ
て
い
る
方
々
は
、
強
い
信
念
を
持
っ
て

活
動
さ
れ
て
お
り
、
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
私
の
こ
れ
か
ら
の
活
動
の

励
み
と
な
り
ま
し
た
。 
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平
群
町
民
生
児
童
委
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会
長 

川
口 

輝
子 

 

民
生
児
童
委
員
に
対
す
る
地
域
の
皆

様
方
の
ご
協
力
に
深
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
平
群
町
民
生
児
童
委
員
は
三
十
九

名
（
主
任
児
童
委
員
二
名
含
）
委
員
任
期

は
一
期
三
年
で
令
和
七
年
は
全
国
民
生

児
童
委
員
の
改
選
年
で
す
。 

 

民
生
児
童
委
員
協
議
会
は
定
例
会
が

中
心
と
な
り
、
月
一
度
開
催
さ
れ
全
委

員
参
加
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

定
例
会
で
は
、
そ
の
月
々
の
活
動
案
件

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
各
部

会
・
委
員
会
報
告
の
ほ
か
、
提
案
や
相
談

等
も
話
し
合
わ
れ
て
、
委
員
同
士
の
交

流
を
築
く
大
切
な
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
更
に
、
立
場
上
必
要
な
知
識
を
得
る

た
め
の
幅
広
い
分
野
の
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

民
生
委
員
の
「
成
り
手
」
不
足
の
原
因

に
職
務
の
多
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
為
に

「
踏
襲
す
る
も
の
・
削
除
す
る
も
の
・
新

規
に
取
り
組
む
も
の
」
を
毎
年
検
討
し

な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
改
選
時
は
数

名
～
十
数
名
の
委
員
が
交
代
し
ま
す
の

で
、
活
動
内
容
を
分
か
り
や
す
く
ま
と

出
し
、
先
輩
委
員
と
の
バ
ラ 

め
た
フ
ァ
イ
ル
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
先
輩
委
員
と
連
携
す
る
こ
と
で
全
委

員
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
活
動
で
き
る
よ
う

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。 

 

福
祉
の
語
源
は
「
福
」、
神
に
酒
を
捧

げ
酒
樽
の
よ
う
に
豊
か
に
満
ち
足
り
て

幸
せ
に
な
る
こ
と
を
祈
る
さ
ま
、「
祉
」
、

神
が
留
ま
る
所
に
い
る
こ
と
の
幸
せ
で

あ
る
さ
ま
、
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

 

民
生
児
童
委
員
の
職
務
の
中
心
は
福

祉
で
す
。
与
え
て
も
ら
う
も
の
以
上
に
自

身
が
成
す
べ
き
事
を
考
え
、
地
域
の
方
々

が
、
幸
せ
で
豊
か
に
毎
日
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
の
、
支
え
や
力
に
な
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

高
齢
福
祉
部
会 

 

部
会
長 

東 

和
政 

 

少
子
高
齢
化
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
平
群
町
で
も
少
子
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進

ん
で
い
ま
す
。
高
齢
化
率
は
38.8
％
で
全
国
平
均

28.7
％
よ
り
高
く
、
高
齢
福
祉
部
会
と
し
て
は
高
齢

福
祉
関
連
の
知
識
を
得
る
為
の
研
修
に
取
り
組
み
、

日
々
の
活
動
に
生
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受

講
、
ア
ベ
ノ
タ
ル
カ
ス
に
て
体
験
型
防
災
学
習
、
大

空
の
家
ま
つ
り
の
応
援
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
以
下
の
研
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

一
、
社
会
福
祉
法
人
協
同
福
祉
会 

あ
す
な
ら
ハ
イ

ツ
あ
や
め
池
施
設
見
学
（
相
談
・
訪
問
・
通
い
・

泊
ま
り
・
住
ま
い
を
兼
ね
た
施
設
） 

二
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の
親
子
交
流
行
事

の
参
加
協
力 

三
、
斑
鳩
町
高
齢
福
祉 

部
会
と
の
情
報
交 

換
会 

四
、
地
域
包
括
支
援 

セ
ン
タ
ー
等
の
関 

係
機
関
と
の
連
携 

強
化 

以
上
の
研
修
を
通 

し
て
、
日
々
の
活
動
に 

対
応
し
て
い
き
た
い 

と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
す
。 

応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。 

児
童
福
祉
部
会 

部
会
長 

山
岡 

由
紀 

 

昨
年
度
、
児
童
福
祉
部
会
で
は
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
様
子
を
知
る
た
め
に
、
平
群
中
学
校
、
ゆ
め
さ

と
こ
ど
も
園
の
見
学
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

一
、
六
月 

平
群
中
学
校 

 

吉
迫
校
長
先
生
の
お
話
と
学
校
内
の
見
学 

生
徒
た
ち
は
、
落
ち
着
い
て
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
る
。
文
化
祭
で
は
、
ソ
ロ
で
の
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど

個
性
溢
れ
る
発
表
が
あ
っ
た
と
の
お
話
で
し
た
。 

二
、
十
一
月 

ゆ
め
さ
と
こ
ど
も
園 

 

岡
部
園
長
先
生
の
お
話
と
施
設
見
学 

 

園
へ
の
入
退
管
理
や
保
護
者
と
の
連
絡
は
、
ス
マ

ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
行
う
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
漏
れ
が

な
い
。
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
が
、
職

員
と
保
護
者
で
協
力
し
て
い
る
と
の
お
話
で
し
た
。 

 

そ
の
他
に
も
斑
鳩
町
の
民
生
児
童
委
員
と
の
交
流 

会
、
生
駒
宝
山
寺
の
児 

童
養
護
施
設
愛
染
寮
の 

見
学
等
、
学
ぶ
こ
と
が 

多
い
一
年
で
し
た
。 

 
今
年
度
も
子
ど
も
た 

ち
の
実
態
把
握
の
一
環 

と
し
て
学
童
保
育
の
こ 

と
を
学
ん
だ
り
、
ヤ
ン 

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
研
修
を 

行
な
っ
た
り
す
る
計
画 

を
立
て
て
い
ま
す
。 

ま
す
。 

障
が
い
福
祉
部
会 

部
会
長 

堀
田 

東
作 

 

障
が
い
児
・
者
や
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
が
安
全
、
安

心
し
て
地
域
の
中
で
自
分
ら
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け

る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
、
地

域
の
一
員
と
し
て
共
に
地
域
づ
く
り
を
し
、
支
え
合
っ

て
い
く
こ
と
が
、
重
要
な
視
点
と
考
え
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
の
活
動
は
、
部
会
研
修
（
各
障
が
い
・
難

病
・
身
体
障
が
い
者
補
助
犬 

全
四
回
）、
県
立
西
和

養
護
学
校
と
県
営
福
祉
パ
ー
ク
見
学
、
平
群
町
障
害
者

福
祉
会
研
修
会
参
加
、
平
群
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
の
協
力
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
部
会
研
修
と
し
て
は
、
精
神
障
害
者
と

の
付
き
合
い
方
、
対
応
の
仕
方
等
。
施
設
見
学
は
、
児

童
発
達
支
援
関
係
や
障
が
い
者
余
暇
支
援
、
就
労
支
援 

を
行
っ
て
い
る
施
設
。
そ
の
他
、
町
内
の
障
が
い
者
団

体
と
の
交
流
や
町
内
で
開

催
さ
れ
る
障
が
い
者
支
援

者
養
成
講
座
、
研
修
会
へ

の
参
加
、
協
力
と
し
て

「
大
空
の
家
」
軽
作
業
体

験
等
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
障
が
い
の
特
性
を
理

解
し
、
困
っ
て
い
る
皆
さ

ん
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
研
鑽
に
努
め
て

い
き
ま
す
。 

て 

い
き
ま
す
。 



平群町の少子高齢化率がますます進んでおり(全人口の 65 歳以上の方の割合)高齢化率が 38,8%で全国平均

28,7%より高くなっておりまして、高齢福祉部会と致しましては高齢福祉関連知識を得る為に 

次の項目に取り組みます。 

1,社会福祉法人 あすならハイツあやめにて施設見学 

2,子育て支援センターにて親子交流会 

3,斑鳩町高齢福祉部会との情報交換会 

4,子育て支援センターにて子供さんとの交流会 

以上の施設に伺って高齢福祉少子福祉に関して連携を取りながら 日々の活動に対応したいと考えます。障がい

児・者やその家族の皆さんが安全、安心して地域の中で自分らしく過ごしていただける地域共生社会の実現

に向けて、活動を行っています。障がいに対する理解を深めること、地域の一員として共に地域づくりをし、 

 

 

令和６年度の 

行事や研修 
 

防
災
委
員
会 

 

委
員
長 

 

榮 

一
昭 

 

各
地
で
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
被
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
は
今
年
で
三
十

年
経
過
し
、
東
南
海
地
震
に
つ
い
て
は
今
後
三
十
年

間
で
発
災
確
立
が
７０
～
８０
％
程
度
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。 

災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
民
生
児
童
委
員
は
ま
ず

各
委
員
の
安
否
確
認
を
携
帯
ラ
イ
ン
等
で
行
い
ま

す
。
発
災
後
、
行
政
か
ら
被
害
状
況
に
よ
り
社
会
福

祉
協
議
会
へ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置

が
要
請
さ
れ
た
場
合
、
民
生
児
童
委
員
は
可
能
な
限

り
参
加
を
し
ま
す
。
被
災
者
の
依
頼
内
容
を
把
握
し

的
確
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
た
め
に
、
社
会

福
祉
協
議
会
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置

運
営
訓
練
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

 

主
任
児
童
委
員 

 

平
群
町
に
は
二
名
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
児
童

福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門
に
担
当
す
る
児
童
委
員

と
し
て
設
置
さ
れ
、
地
域
の
民
生
児
童
委
員
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
育
て
に
関
す
る
支
援
や
児
童
健
全
育

成
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

「
こ
の
町
で
子
育
て
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」 

「
こ
の
町
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
見
守
ら
れ
て
親

子
で
成
長
で
き
た
」 

こ
ん
な
言
葉
が
聞
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
地
域

の
民
生
児
童
委
員
と
共
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

 「民生委員・児童委員ってどんなことをして

いるの？」    小学校への出前授業 

令和４年度から平群町内の小学校への出前授

業が始まりました。全国民生児童委員連合会か

ら発行されている冊子「みんせい」を６年生全

員に配布し、それを参考にしながら、簡単な会

話劇を見てもらいます。 

その後、各地域の民生児 

童委員、主任児童委員の紹 

介をして、クイズをしたり、 

ヘルプマークの説明をしたり、質疑応答をした 

りして 6年生の子ども 

達と交流しました。 

  

          

令和６年 6 月２６日 研修 

京都市市民防災センター 

震度７の揺れや、風速３２ｍ 

の強風を体験し、その時の備え 

等の研修をしました。 

令和６年 11月２５日  研修 

近江八幡市内散策と水郷巡り 

 近江商人発祥の地である近江八幡市内の散

策と 2006年１月に重要文化的 

景観の第１号に選定された｢近江 

八幡の水郷｣巡りに行きました。 

 

令和６年７月４日  薬物乱用防止講演会  平群中学校 

講師 奈良県薬務衛生課 植松 猛 係長  

 土屋 瑞樹氏 

毎年中学 3年生を対象に民児協主催で行っ 

ています。昨年度は安堵町民生児童委員の 

方々が参加されました。 

毎月の定例会でも、その

時々に応じた研修を行って

います。 

・フレイル予防について 

・人権研修「ここから歩きはじ

める」DVD視聴および講義 

・防犯について 

・防災について 等々 

令和７年２月１９日  研修 

東大寺福祉療育病院 

       奈良親子レスパイトハウスの 

施設見学と医療的ケア児につい 

てのお話を聞きました。レスパイトハウス

では、難病や重度の障害を持つ子どもとそ

の家族が安心して、いつもとは違った人と

の出会いや動植物との触れ合いができる場

を提供しているとのお話でした。 

民生委員さんの仕事ってい

ろいろあるんだなあ。大人

になったらやってみたい。

あ。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

鳴川・櫟原 

大津
お お つ

輪
わ

 幹夫
み き お

 

椿台１・２丁目 

日浦
ひ う ら

 成夫
し げ お

 

椿台３・４丁目 

土屋
つ ち や

 優子
ま さ こ

 

椣原・西向 

フローラル西向 

選任中 

上庄・月見台 

植田
う え だ

 由美
ゆ み

 

上庄台 

楠瀨
くすのせ

 志
し

津江
づ え

 

緑ヶ丘２・３丁目 

川口
かわぐち

 輝子
て る こ

 

緑ヶ丘４・５丁目 

米田
よ ね だ

 征
まさ

弘
ひろ

 

緑ヶ丘１・６丁目 

山岡
やまおか

 由紀
ゆ き

 

菊美台１・２・３丁目 

大塚
おおつか

 洋子
よ う こ

 

菊美台４・５丁目 

延原
のぶはら

 みつる 

三里・三里団地 

向井
む か い

 眞澄
ま す み

 

梨本・御陵苑・東御陵苑台 

中村
なかむら

 高士
た か し

 

若葉台１・２・５丁目 

山田
や ま だ

 三千子
み ち こ

 

若葉台３・４丁目 

選任中 

ローズタウン若葉台 

藤川
ふじかわ

 弘子
ひ ろ こ

 

吉新１・４丁目 

川添
かわぞえ

 淳子
じゅんこ

 

吉新２・３丁目 

浅野
あ さ の

 旨史
よしふみ

 

下垣内 

榮
さかえ

 一
かず

昭
あき

 

福貴・福貴団地 

東
ひがし

 和政
かずまさ

 

初香台１・２丁目 初香台３・４・５丁目 

中島
なかじま

 幸治
たかはる

 

光ヶ丘 

中井
な か い

 孝
たかし

 

福貴畑 

森田
も り た

 和良
かずよし

 

久安寺 

向山
むかいやま

 弘司
ひ ろ し

 

信貴畑 

清見
き よ み

 澄代
す み よ

 

椹原・越木塚 

小谷
こ た に

 純生
す み お

 

若井 

山田
や ま だ

 惠二
け い じ

 

白石畑・平等寺 

東樋口
とうひぐち

 耕一
こういち

 

西宮１・２丁目 

東
ひがし

 伸
のぶ

宏
ひろ

 

西宮３丁目 

石田
い し だ

 圭一
けいいち

 

春日丘・日立団地 

堀田
ほ っ た

 東作
とうさく

 

椿井 

城
じょう

 光
みつ

良
よし

 

北信貴ケ丘 

中島
なかじま

 るり 

竜田川団地 

田中
た な か

 宏子
ひ ろ こ

 

竜田川ネオポリス 

吉川
よしかわ

 美智子
み ち こ

 

信貴山 

選任中 

主任児童委員 

浦野
う ら の

 明美
あ け み

 

主任児童委員 

井上
いのうえ

 眞理子
ま り こ

 

北小校区 

 平群小校区 

南小校区 

つじむら  あきひこ 

辻󠄀村
むら

 昭彦
あきひこ

 

 

民生児童委員・主任児童委員へ相談事がある場合は、まず事務局平群町社会福祉協議会まで ４５－５７１０ 

   ５月１２日は民生委員・児童委員の日です 

      活動強化週間 ５月１２日～５月１８日 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は 

 

民
生
委
員
は
民
生
委
員
法
に
基

づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
非
常
勤
で
、
特
別
職
の
地
方
公

務
員
に
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
地
方
公
務
員
の
適
用

は
な
く
、
給
与
の
支
給
も
な
く
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
民
生
委
員
は
児
童
委
員
を

兼
ね
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

個
人
の
秘
密
は
厳
守
で
す
。 

民
生
委
員
の
活
動 

〇
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
で

す
。 

〇
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

〇
福
祉
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

〇
福
祉
の
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
い

ま
す
。 

〇
専
門
機
関
を 

紹
介
し
ま
す
。 

〇
皆
さ
ん
と
行 

政
を
結
ぶ
パ 

イ
プ
役
で
す
。 


